
学校あり方アンケートの結果集計   対象：保護者・地域住民・教職員           アンケート実施期間 2025/07/28～2025/08/20 

１．回答者の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．幼児教育・学校教育に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者, 

703, 81%

地域の方, 

60, 7%
教職員, 

101, 12%

回答者の属性（n=864）

10代, 4, 0%

20代, 

44, 5%

30代, 259, 

30%

40代, 394, 

46%

50代, 104, 

12%

60代, 35, 

4%

70代以上, 

24, 3%

回答者の年代（人数，割合）

236

138

60

175

94

14 13 14 9 10

温知小校区 八幡小校区 宮地小校区 池田小校区 養基小校区

学校区別の回答者数(教職員除くn=763)

保護者 地域の方

383

57

146

265

77

120

126

197

65

72

安心・安全な保育環境

文化や自然、人のつながりを生かす

小学校への接続

思いやりの気持ち

遊びを通して感性を広げる

個性や自主性

やってみたい気持ちを育てる

心と体をたくましく育てる

表現力と伝えあう力を育てる

就学に向けた基礎的な力の育成

幼児教育で大切だと思うこと (n=864)

612

44

103

361

330

271

40

273

322

196

安心して過ごせる居場所

地域性や地域の人材の活用

小・中の連携

豊かな心を育てる教育

学ぶ意欲を高める

個性や自主性をはぐくむ

情報活用能力

心身を鍛える

表現力・コミュニケーション能力

教科の基本的な知識や技能

学校教育で大切だと思うこと(n=864)

① ② ③ 

④ ⑤ 



３．園の園児数に対する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学校の児童数・クラス数についての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足, 134, 64%

やや満足, 59, 

28%

やや不満, 13, 

6%
不満, 3, 2%

今の園児数に満足か（園の保護者 n=209）

114

59

69

31

46

仲間との関係構築

行事や学びの機会

個別への配慮

大人数のメリット

協力意識

満足・やや満足の理由（n=193）

10

6

7

4

1

人間関係の固定化

行事の規模が小さくなる

学びの幅が狭くなる

意欲の低下

目が行き届かない

不満・やや不満の理由 (n=16)

7.6 10.9

48.3

21.1 29.8

83.5 74.6

38.3

69.1 59.6

8.9 14.5 13.3 9.7 10.6

温知小校区 八幡小校区 宮地小校区 池田小校区 養基小校区

児童生徒数について、各校区ごとの回答の割合（％）

もっと多いほうがよい ちょうどよい もっと少ないほうがよい

2

138

489

74

334

189

28

17

5

17

12

35

68

25

0

16

21

78

0 100 200 300 400 500 600

クラスに多様な人間関係がある

切磋琢磨しながら力を伸ばせる

競争意識が働く

学校行事などで活躍の場が増える

クラス内の人間関係が深まる

一人一人に目が行き届く

その人数が望ましいと考える理由

教職員 地域の方 保護者

2

138

489

74
0 23 31 60 26

73
2

１～9人 10～19人 20～29人 30～35人

１学級当たりの人数は何人が望ましいか (n=864)

保護者 地域の方 教職員

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 



５．小学校のクラス数に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．学校規模適正化に関する意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

複式学級

1%
１クラス

6%

2クラス

56%

3クラス以上

37%

１学年当たりの望ましいクラス数 (n=864)

26

6

14

22

2

8

2

6

6

10

0

0

クラス替えがない

行事で個人の活躍の場が増える

協力の意識が働く

行き届いた指導

学校施設・教材を少ない人数で使える

先生とのかかわりが深まる

単学級・複式の方がよい理由 n=59(45,13,1)

保護者 地域の方 教職員

563

90

64

315

23

114

42

3

5

28

5

7

103

5

7

56

8

27

クラス替えができる

学校行事が盛大になる

競争意識が働く

多様な考えを学べる

学校施設・教材の充実

多くの先生から多様に学べる

２学級以上の方がよい理由 n=805(658,47,100)

保護者 地域の方 教職員

27

29

9

39

10

17

1

専科教員の配置

多様な指導方法

授業研究

校務負担

施設の維持管理

学び合いの機会

心配はない

学校規模縮小に伴い心配されること（教員のみ回答n=101）

217

536

285

103

183

122

生徒数・学級数の確保

教職員の確保

通学手段

地域活性化

財政負担と費用対効果

小規模校の良さを活かす

学校規模適正化のため重視すること(n=864)
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